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平
成
二
十
七
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な

　

心
に
火
災
が

　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ

　

第
六
八
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
七
月
四

日(

土)

午
後
一
時
か
ら
「
大
館
市
民
文
化

会
館
」
で
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井
啓
一

様
、
秋
田
県
議
会
副
議
長
近
藤
健
一
郎
様

な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
、
県
内
各
地

域
か
ら
消
防
職
・
団
員
約
七
五
〇
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤

会
長
、
開
催
地
福
原
淳
嗣
大
館
市
長
の
挨

拶
の
後
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
堀
井
副
知

事
、
近
藤
県
議
会
副
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
、
続
い
て
消
防
庁
長
官
坂
本
森
男
様

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
七
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者(

優
良
事
業
所)

表
彰
で
は
、
三
事
業
所
が

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
ま
た
、
第
一
一

回
消
防
団
員
意
見
発
表
会
で
は
、
各
支
部

か
ら
選
抜
さ
れ
た
団
員
歴
三
年
か
ら
三
一

年
の
九
名
が
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動

に
対
す
る
提
言
等
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
消
防
団
長

武
山
文
英
様
か
ら
「
東
日
本
大
震
災　

あ

の
日
か
ら
の
消
防
団
活
動
」
と
題
し
て
講

演
を
頂
き
、
地
元
の
皆
様
に
よ
る
「
大
館

囃
子
」
と
「
よ
さ
こ
い
演
舞
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
は
北
林
義
髙
上
小
阿
仁
村
消

防
団
長
が
、
次
回
開
催
支
部
挨
拶
は
能
登

清
春
能
代
市
山
本
郡
副
支
部
長
が
そ
れ
ぞ

れ
行
い
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第6868回    秋田県消防大秋田県消防大会第6868回    秋田県消防大秋田県消防大会第68回  秋田県消防大会
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気
仙
沼
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消
防
団
長

 

武
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文
英
様

講
演

二
〇
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三
・
一
一

　

東

日

本

大

震

災

  

〜
あ
の
日
か
ら
の
消
防
団
活
動
〜

　

武
山
文
英
様
は
、
昭
和
四
六
年
一
二

月
、
全
国
有
数
の
漁
港
と
し
て
名
高
い
、

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
消
防
団
に
入
団
、
平

成
一
八
年
六
月
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
日
本
消
防
協
会
が
実
施
す
る

「
出
前
講
座
」
や
、
総
務
省
消
防
庁
の

「
消
防
団
員
確
保
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し

て
、
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
自
ら
が
体
験
し
た

未
曾
有
の
大
災
害
に
つ
い
て
、
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
今
後
の
対
策
で
は
、
住
民
へ
の

防
災
意
識
と
知
識
の
啓
発
に
努
め
る
自

助
・
共
助
精
神
の
確
立
の
大
切
さ
や
、

「
率
先
避
難｣

の
徹
底
と
要

援
護
者
の
避

難
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
参

加
し
た
消
防

団
員
は
貴
重

な
意
見
を
拝

聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
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本
日
は
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井
啓
一
様

を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
で
き
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
を

問
わ
ず
、
消
防
活
動
に
献
身
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

火
災
は
も
と
よ
り
、
大
雨
や
突
風
、
そ

し
て
こ
こ
数
年
の
大
雪
な
ど
、
自
然
災
害

の
脅
威
も
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
県
民
の
消
防
防
災

に
対
す
る
関
心
・
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
消
防
人
は
、
県
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
と
い
う
強
い
願
い
に

応
え
る
た
め
に
、
一
層
高
い
士
気
の
下
に

訓
練
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強
め
、
よ
り
強
靱
な
組
織
を

作
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
や
危
機
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
協
会
も
「
公
益
財
団
法
人
」
へ
移
行

し
て
三
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
法
人
の
目

的
で
あ
る
消
防
思
想
の
普
及
、
消
防
知
識

技
能
の
向
上
、
消
防
活
動
の
強
化
に
向
け

て
、
な
お
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
い
さ
つ

秋
田
県
消
防
協
会

会
長

 

中
田　
　

潤

　

開
催
地
で
あ
り
ま
す
「
大
館
市
」
を
代

表
し
て
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。
県
内
各
地
か
ら
消
防
団
関
係
者
約
九

〇
〇
名
の
皆
様
方
に
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
館
市
民
を
代
表
し
て
歓
迎

の
意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
今
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
震
だ
け
で

は
な
く
局
地
的
な
豪
雨
、
大
型
の
台
風
、

土
砂
災
害
、
そ
し
て
豪
雪
と
、
は
る
か
に

私
達
の
想
像
を
超
え
る
災
害
が
毎
年
の
よ

う
に
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
防
災
力
を
さ
ら

に
向
上
す
る
べ
く
当
市
に
お
い
て
は
、
一

昨
年
に
施
行
さ
れ
た
新
法
に
合
わ
せ
、
消

防
団
員
の
処
遇
の
充
実
、
そ
し
て
現
場
に

お
け
る
安
全
管
理
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の

安
全
装
備
の
充
実
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策

の
実
現
を
通
じ
て
、
地
域
の
防
災
力
向
上

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

団
員
の
な
り
手
不
足
が
あ
る
な
ど
消
防

団
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
厳
し
さ
を
増

す
一
方
で
あ
り
ま
す
が
、
私
達
行
政
も
住

民
の
安
全
・
安
心
に
取
り
組
む
の
だ
と
い

う
崇
高
な
る
使
命
感
を
も
っ
て
、
こ
の
現

状
に
精
一
杯
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ

大
館
市
長

 

福
原　

淳
嗣

　

本
日
は
第
六
八
回
秋
田
県
消
防
大
会
が

関
係
の
皆
様
多
数
ご
出
席
の
下
、
こ
の
よ

う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
常
日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
、
厳
寒
、

酷
暑
そ
う
い
っ
た
区
別
無
く
地
域
の
消
防

防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

就
業
構
造
の
変
化
や
急
速
な
少
子
高
齢

化
に
よ
り
ま
し
て
、
地
域
防
災
を
担
う
消

防
団
員
の
減
少
が
進
み
、
地
域
の
火
災
は

も
と
よ
り
、
災
害
へ
の
対
応
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
誰
し
も
が
強
い
危
機
感
を
お

持
ち
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
災

害
の
対
処
は
、
常
備
消
防
は
も
と
よ
り
、

地
域
に
精
通
し
速
や
か
に
対
応
出
来
る
消

防
団
の
活
動
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
を
守
る
た
め
に
、
不
可
欠

な
消
防
団
活
動
の
充
実
強
化
に
向
け
ま
し

て
、
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
拝
聴
し

な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
結
び
に
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
、
更
な
る
ご
活
躍
を
ご
祈
念
し
ま

し
て
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

 

祝　

辞

秋
田
県
議
会
副
議
長

 

近
藤
健
一
郎

　

第
六
八
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
大
館
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
を
分
か
た

ず
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
大

変
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
火
災
に
よ
り
ま
し
て
大
切
な
命

を
無
く
す
方
が
多
く
、
本
当
に
心
配
し
心

を
痛
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
既

に
一
昨
年
の
一
年
間
で
亡
く
な
っ
た
数
を

上
回
る
、
そ
う
し
た
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
火
災
の
予
防
、

或
い
は
火
災
警
報
器
設
置
の
促
進
な
ど
火

災
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
ご
努
力
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
昨
年
八
月
九
日
短
時
間
の
大
変
な
豪

雨
が
あ
り
ま
し
た
。
大
館
市
に
お
き
ま
し

て
も
住
民
の
救
出
に
大
変
な
難
儀
を
極
め

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
当
時
の
消
防
の
皆

様
に
は
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
の
救
出
活

動
で
あ
り
ま
し
て
、
本
当
に
ご
難
儀
を
か

け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
末
期
あ
る
い

は
台
風
の
時
期
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、

そ
う
し
た
自
然
災
害
に
対
し
備
え
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
方
か
ら
の
格
別
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
お

祝
い
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

 

祝　

辞

秋
田
県
副
知
事

 

堀
井　

啓
一
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　この意見発表会は、消防団員が日ごろの消防団
活動で感じた事柄や経験した事例などの発表を通
じ、消防活動のあるべき姿や消防人としての役割
を再認識し、これからの活動をより充実したもの
にすることを目的に平成17年度から実施している
ものです。
　今回も、各支部から選出された９名の団員が意
見を発表しました。
　なお、発表された意見は、「消防秋田」８月号
から順次紹介します。

第 11 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 11 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 11 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会

　優良事業所表彰は平成９年度から実施され、受
賞事業所は今年度の３事業所を加え136事業所と
なりました。
　表彰された事業所は相当数の消防団員が在職
し、地域の消防活動に積極的に取り組んでいるな
ど、多年にわたって地域の消防団活動に貢献して
きたことが評価されたものです。
　受賞されました事業所には、今後ますますの消
防団活動へのご協力をお願いいたします。

受賞事業所の概要
■八重樫建設　株式会社
　　　　　代表取締役社長　八重樫　學
　　　　　鹿角市十和田大湯字荒瀬12-2
　　　　　土木一式工事業・建築一式工事業
　　　　　従業員54名中消防団員４名
　火災想定訓練及び水防訓練においては、会社一
丸となり積極的に参加し、成功の一役を担いまし
た。

■株式会社アイビック　大館営業所
　　　　　所長　加賀谷　幸成
　　　　　大館市釈迦内字稲荷山下125
　　　　　建設業
　　　　　従業員43名中消防団員４名
　大館市消防団協力事業所として認定以来、消防
団活動への協力体制は顕著である。

■あきた北央農業協同組合
          代表理事組合長　疋田　俊一郎
          北秋田市川井字才の神65-1
          信用事業・共済事業・購買事業
          従業員170名中消防団員15名
　事業所人数に対し消防団加入者も多く、入団も
継続的に続いている。また、有事における出動率
も高くなっている。

平成平成27年度年度
消防功労者（優良事業所）知事表彰消防功労者（優良事業所）知事表彰

平成平成27年度年度
消防功労者（優良事業所）知事表彰消防功労者（優良事業所）知事表彰

平成27年度
消防功労者（優良事業所）知事表彰

⑪

発表者とテーマ

皆　川　高　広　　北秋田市消防団　団員
　　「消防の未来」

西　坂　高　生　　三種町消防団　団員
　　「感謝と使命」

川　﨑　健　次　　大潟村消防団　班長
　　「消防団活動をとおして思うこと」

大　島　昌　良　　秋田市消防団　分団長
　　「分団長としての心得」

佐々木　　　譲　　にかほ市消防団　副分団長
　　「帰ってきました消防団へ」

田　中　勲　男　　大仙市消防団　班長
　　「消防団入団のきっかけと現在の心得について」

高　橋　良　昭　横手市雄物川消防団　副分団長
　　「集落の中の消防団」

武　石　吉　廣　　湯沢市消防団　副分団長
　　「テラスハウスから発動」

内　田　正　範　　鹿角市消防団　部長
　　「つなげよう、伝えよう、人から人へ！」
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第
六
八
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
、
こ
こ

大
館
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
県
内
消
防

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
消
防
人
と
し
て

の
活
動
や
役
割
を
再
確
認
で
き
た
こ
と
は

大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
災
害
の
態
様
も
複
雑
多
様
化
、

大
規
模
化
す
る
な
か
で
「
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す

る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、
消
防
団
が「
将
来

に
わ
た
り
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
欠

く
こ
と
の
出
来
な
い
代
替
性
の
な
い
存

在
」で
あ
る
と
謳
わ
れ
た
こ
と
は
、消
防
団

員
に
と
っ
て
大
き
な
感
動
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
消
防
団
の

活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
員
は
、
こ
こ
に
決
意
を

新
た
に
し
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
護
の
使
命
感
と
崇
高
な
る
消

防
精
神
の
も
と
、
地
域
防
災
力
の
要
と
し

て
、
消
防
活
動
の
安
全
確
保
と
防
災
体
制

の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
知
識
・

技
術
の
向
上
に
努
め
、
地
域
の
安
心
・
安

全
の
確
保
に
一
致
団
結
し
て
邁
進
す
る
こ

と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
七
年
七
月
四
日

大
館
北
秋
田
支
部　
　

 

上
小
阿
仁
村
消
防
団　

団　

長　
　
　
　
　

北
林　

義
髙 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン  

　
　

大　

館　

囃　

子

「
大
館
ば
や
し
保
存
会
」

　

大
館
囃
子
は
、
京
都
の
祇
園
囃
子
の
流

れ
を
汲
む
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
約

四
〇
〇
年
前
大
館
城
主
佐
竹
義
成
候
が
常

陸
水
戸
よ
り
こ
の
地
に
転
封
と
な
っ
た
際

に
道
中
行
進
曲
と
し
て
持
っ
て
き
た
も
の

と
か
、
地
主
や
町
方
の
親
方
が
若
者
を
京

都
に
送
り
伝
授
さ
せ
た
と
も
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

「
鳳　

翔　

華
」　

　

昨
年
秋
、
大
館
市
で
初
め
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
地

元
大
館
市
を
踊
り
で
彩
り
な
が
ら
、
大
館

の
良
さ
を
た
く
さ
ん
の
方
へ
伝
え
て
い
く

チ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
る
。

　

男
性
消
防
団
員
が
一
名
出
演
し
ま
し
た
。

大　

会　

宣　

言
（
全
文
）
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平成27年度　秋田県消防操法大会支部大会日程

鹿　　　　角
大館北秋田
能代市山本郡
男鹿潟上南秋
秋　田　市
由利本荘にかほ
大仙仙北美郷
横　手　市
湯沢市雄勝郡

7. 5（日）
7. 26（日）
7. 26（日）
7. 26（日）
7. 12（日）
7. 18（土）
7. 18（土）
7. 26（日）
8. 2（日）

支　部　名 開　催　場　所開催月日
鹿角市役所駐車場
上小阿仁村村民グラウンド
能代港下浜岸壁埠頭
五城目町雀館運動公園駐車場
秋田市消防訓練場（秋田市御所野）
にかほ市消防庁舎前
大仙市雄物川河川緑地運動公園
横手市雄物川地内雄物川河川公園
湯沢市河川敷運動広場 松ノ木グラウンド

全国大会・東北指導会出場隊
〔全国大会〕　◇陸上の部

　◇水上の部

〔東北指導会〕　◇陸上の部

種　　目　　名
ロープブリッジ渡過
は し ご 登 は ん
ほ ふ く 救 出
ロープ応用登はん

隊員（チーム名）
伊 藤 隊 員
高 橋 隊 員
奥村隊員チーム
安井隊員チーム

消防本部名
能代山本広域消防本部
大曲仙北広域消防本部
大館市消防本部
能代山本広域消防本部

隊員（チーム名）
佐 藤 隊 員
小 野 隊 員
千 葉 隊 員
鈴 木 隊 員
湯 瀬 隊 員
佐々木隊員チーム
今川隊員チーム

松田隊員チーム
畠山隊員チーム

消防本部名
秋田市消防本部
能代山本広域消防本部
大館市消防本部
横手市消防本部
鹿角広域消防本部
秋田市消防本部
五城目町消防本部

湯沢雄勝広域消防本部
にかほ市消防本部

種　　目　　名

複 合 検 索

基 本 泳 法

溺 者 救 助

水 中 結 索
水 中 結 索 救 助

隊員（チーム名）
佐々木隊員チーム
佐藤隊員チーム
渡部隊員チーム
高橋隊員チーム
櫛引隊員チーム
佐藤隊員チーム
鈴木隊員チーム
石沢隊員チーム

消防本部名
秋田市消防本部
北秋田消防本部
男鹿地区消防本部
大曲仙北広域消防本部
秋田市消防本部
大曲仙北広域消防本部
秋田市消防本部
横手市消防本部

種　　目　　名

引 揚 救 助

ロープブリッジ救出

障 害 突 破

秋
田
県
消
防
長
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

　

第
四
四
回
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会

(

秋
田
県
消
防
長
会
主
催)

が
六
月
一
八
日

及
び
七
月
七
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
出
場

隊
員
は
日
頃
鍛
え
た
救
助
技
術
を
競
い
ま

し
た
。

　

六
月
一
八
日
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル(

秋
田
市
向
浜)

で
開
催
さ
れ
た
「
水
上
の

部
」
に
は
一
〇
消
防
本
部
か
ら
延
べ
三
七

人
が
、
ま
た
七
月
七
日
秋
田
県
消
防
学
校

で
の
「
陸
上
の
部
」
に
は
、
一
三
消
防
本

部
か
ら
延
べ
二
六
七
人
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

「
陸
上
の
部
」
開
会
式
で
、
森
合
和
美

秋
田
県
消
防
長
会
長
は
、
「
こ
れ
ま
で
の

訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
こ
の

後
の
東
北
指
導
会
、
全
国
大
会
へ
と
繋
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

■
東
北
指
導
会

　

〔
陸
上
〕
平
成
二
七
年
七
月
三
〇
日

        

福
島
県
福
島
市

　

〔
水
上
〕
平
成
二
七
年
七
月
八
日

        

宮
城
県
利
府
町

■
全
国
大
会
〔
陸
上
・
水
上
〕

        

平
成
二
七
年
八
月
二
九
日

        
兵
庫
県
神
戸
市

忍隊員チーム大館市消防本部

人 命 救 助
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　秋田県総合防災課では、この度平成27年4月1日現在の消防団員数を公表しましたので、その概要をお
知らせします。
１．消防団員数は17,320人
　　　消防団員数は減少傾向にあり、前年同期比171人減の17,320人となりました。
　　条例定数充足率は88.68％、被雇用化率（サラリーマン化率）は73.2％となっています。
       
                

２．女性消防団員は７人増の324人
　　　女性消防団員は年々増加しており、前年同期比７人増の324人となりました。　　

                   

３．機能別団員は７消防団351人
　　　機能別団員制度が県内に導入されたのは平成19年度からですが、年々増加しており、
　　前年同期比64人増の351人となりました。

平成27年度消防団員数の概要

 H22. 4. 1 H23. 4. 1 H24. 4. 1 H25. 4. 1 H26. 4. 1 H27. 4. 1
消防団員数 18,029人 17,875人 17,677人 17,544人 17,491人 17,320人
前年同期比 -  23人 - 154人 - 198人 - 133人 - 53人 - 171人
条例定数充足率 89.40％ 88.64％ 88.09％ 87.50％ 89.32％ 88.68％

 H22. 4. 1 H23. 4. 1 H24 4. 1  H25 4. 1  H26 4. 1 H27. 4. 1
女性消防団員数 176人  199人  221人  248人  317人  324人  
前年同期比 ＋ 26人  ＋ 23人  ＋ 22人  ＋ 27人  ＋ 69人  ＋ 7人 
女性団員採用消防団数 15団  17団  17団  19団  20団  21団 

 H22. 4. 1 H23. 4. 1 H24 4. 1 H25 4. 1  H26 4. 1 H27. 4. 1
機能別団員数 112人  153人  178人  208人  287人  351人 
前年比 ＋ 58人  ＋ 41人  ＋ 25人  ＋ 30人  ＋ 79人  ＋ 64人 
機能別団員制度導入消防団数 3団  3団  5団  6団  6団  7団 

　消防団・消防団員とは
　消防団は､消防本部や消防署と同様に市町村の消防機関の
一つです。
　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域は自らで守
る」という郷土愛護の精神に基づいて、地域の安全・安心を
確保するために活動する非常勤特別職の地方公務員です。                   

　消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念
　本県の消防団員数は、昭和31年には3万6千人が在籍して
いましたが、年々減少し続け、平成27年4月1日現在には半分
を割り込み、1万7,320人となりました。
　地域の消防防災力の低下が懸念されています。 

　多くの方の消防団入団を期待
　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の安全・安心
を確保するために大変重要な組織です。
　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただけることを
期待しています。

消防団員
募  集

地域の安心と安全を守るために、
あなたにもできることがあります。
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平成27年度消防団員数（平成27年4月1日現在）
（単位 : 人、％）

地域名

鹿　角

北秋田

山　本

南秋田

秋　田
由　利

仙　北

平　鹿

雄　勝

計

鹿角市
小坂町
　　　地域計
大館市
北秋田市
上小阿仁村
　　　地域計
能代市
藤里町
三種町
八峰町
　　　地域計
男鹿市
潟上市
五城目町
八郎潟町
井川町
大潟村
　　　地域計
秋田市
由利本荘市
にかほ市
　　　地域計
大仙市
仙北市
美郷町
　　　地域計
横手市横手
横手市増田
横手市平鹿
横手市雄物川
横手市大森
横手市十文字
横手市山内
横手市大雄
　　　地域計
湯沢市
羽後町
東成瀬村
　　　地域計
　32消防団

消防団名 総数 団員数 増減数男性 女性

実　団　員　数 前年同期比較
条例
定数

定　数
充足率

女　性
団員率

うち
機能別
団員数

 892 836 807 29 40 93.72 3.47 826  10 
 170 156 155 1 0 91.76 0.64 161 - 5 
 1,062 992 962 30 40 93.41 3.02 987  5 
 1,280 1,086 1,022 64 21 84.84 5.89 1,103 - 17 
 870 756 707 49 0 86.90 6.48 769 - 13 
 120 92 92 0 0 76.67 0.00 90  2 
 2,270 1,934 1,821 113 21 85.20 5.84 1,962 - 28 
 850 712 700 12 25 83.76 1.69 713 - 1 
 125 121 121 0 0 96.80 0.00 121  0 
 507 443 437 6 24 87.38 1.35 413  30 
 281 243 240 3 0 86.48 1.23 244 - 1 
 1,763 1,519 1,498 21 49 86.16 1.38 1,491  28 
 820 733 724 9 0 89.39 1.23 747 - 14 
 508 484 464 20 0 95.28 4.13 484  0 
 230 174 174 0 0 75.65 0.00 187 - 13 
 85 76 76 0 0 89.41 0.00 73  3 
 145 122 122 0 0 84.14 0.00 128 - 6 
 52 47 47 0 0 90.38 0.00 48 - 1 
 1,840 1,636 1,607 29 0 88.91 1.77 1,667 - 31 
 2,100 1,915 1,898 17 51 91.19 0.89 1,918 - 3 
 1,802 1,663 1,661 2 131 92.29 0.12 1,678 - 15 
 580 569 552 17 59 98.10 2.99 563  6 
 2,382 2,232 2,213 19 190 93.70 0.85 2,241 - 9 
 1,691 1,319 1,281 38 0 78.00 2.88 1,325 - 6 
 767 587 572 15 0 76.53 2.56 587  0 
 448 369 369 0 0 82.37 0.00 382 - 13 
 2,906 2,275 2,222 53 0 78.29 2.33 2,294 - 19 
 467 434 431 3 0 92.93 0.69 428  6 
 261 243 243 0 0 93.10 0.00 252 - 9 
 452 409 400 9 0 90.49 2.20 429 - 20 
 467 425 425 0 0 91.01 0.00 445 - 20 
 249 223 222 1 0 89.56 0.45 238 - 15 
 494 459 456 3 0 92.91 0.65 464 - 5 
 178 162 155 7 0 91.01 4.32 169 - 7 
 222 213 208 5 0 95.95 2.35 215 - 2 
 2,790 2,568 2,540 28 0 92.04 1.09 2,640 - 72 
 1,705 1,633 1,619 14 0 95.78 0.86 1,662 - 29 
 513 447 447 0 0 87.13 0.00 455 - 8 
 200 169 169 0 0 84.50 0.00 174 - 5 
 2,418 2,249 2,235 14 0 93.01 0.62 2291 - 42 
 19,531 17,320 16,996 324 351 88.68 1.87 17,491 - 171 
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梅
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の

危
険
性
が
高
ま
る
時
期
を
前
に
「
土
砂
災

害
・
全
国
防
災
訓
練
が
」
六
月
二
一
日
、

八
郎
潟
町
浦
大
町
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
本
町
消
防
団
員
の
ほ
か
、
町

職
員
、
湖
東
地
区
消
防
本
部
の
職
員
、
地

域
住
民
ら
約
九
〇
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
九
時
半
頃
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
の
を
受
け
、

＝
八
郎
潟
町
消
防
団
＝

土
砂
災
害
を
想
定
し
訓
練
を

    　

            

実
施
し
ま
し
た

本
町
消
防
団
員
と
各
関
係
機
関
で
の
図
上

検
証
を
し
た
後
、
避
難
勧
告
を
発
令
。
本

町
消
防
団
員
は
消
防
積
載
車
や
広
報
車
で

地
区
住
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

消
防
団
員
が
道
路
沿
い
に
立
ち
、
外
に
出

て
来
た
住
民
や
、
歩
行
困
難
な
要
援
護
者

の
方
を
車
椅
子
で
避
難
所
ま
で
誘
導
し
た

こ
と
で
、
迅
速
・
円
滑
に
移
動
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
土
砂
災
害
に
よ
り
家
屋
被
害

が
発
生
し
た
想
定
で
災
害
復
旧
に
向
け
て

の
現
地
検
証
・
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
を
通
じ
、
日
頃
か
ら

災
害
を
想
定
し
た
危
機
意
識
が
必
要
だ
と

消
防
団
員
そ
れ
ぞ
れ
の
士
気
が
高
ま
り
ま

し
た
。

〔
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
〕

図上検証

避難者の誘導

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

速

報

値 

＝

（
秋
田
県
総
合
防
災
課
調
べ
）

火
災
の
発
生
状
況

＝ 

速

報

値 

＝

建　　物
林　　野
車　　輌
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

-18
-10
 3
-11
-36
5

- 1

1
1
1
1
4
0
0

199
46
29
77
351
35
61

124
40
15
56
235
22
49

18
5
1
14
38
1
6

106
30
18
45
199
27
48

19
6
2
15
42
1
6

平成27年 平成26年 同期比較
６月 累計 累計６月 年計 ６月 累計

協
会
事
務
局
お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
お
盆
休
み
は
八
月
一
三
日

（
木
）か
ら
一
四
日（
金
）ま
で
と
し
、

協
会
事
務
局
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。


